
　

11
月
11
日
、
17
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
市
役
所
大
会
議
室
に
お
い

て
、
第
６
次
長
期
総
合
計
画
か
ら

大
き
な
役
割
を
担
う
『
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』と『
都
留
市
総

合
戦
略
』
に
位
置
付
け
ら
れ
た
５
分

野
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、『
産
、
学
、

金
、
労
』
の
有
識
者
及
び
市
民
で
構

成
す
る
評
価
者
と
本
市
職
員
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
交
え
議
論
を
重

ね
、
市
の
取
組
に
対
す
る
評
価
や
提

案
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
議
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見
や
ア

イ
デ
ィ
ア
な
ど
を
市
政
に
反
映
さ

せ
、
総
合
戦
略
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○評価・提案会協議結果
　評価者の皆さまから、それぞれの経験や視点からいろいろな角度で、多数の意見・提言をいただきましたので、
その一部をご紹介します。

◆テーマ：子育て支援
【子育て応援店登録事業】

　・制度設計の再考（施設整備補助の見直し）
　・特典・サービス重視への転換
　・働くママ・パパ支援の補助金への転換

【マタニティータクシー利用助成事業】
　・助成対象の拡大（妊婦健診・退院時など）
　・マタニティサポート研修などの受講

【子育て世代包括支援センター設置事業】
　・家族全体で学べるセミナーの開催
　・働くママへのキャリア支援

【不妊治療助成事業】
　・子育て世代包括支援センターとの連携
　・少子化対策として拡充すべき
　・経済的支援の拡充と心のケアの強化

◆テーマ：商業振興
【市街地商店街活性化事業（じょいつる市場補助）】

　・市内３大学と連携したイベント企画・運営
　・定期開催による集客
　・子どもの職業体験の実施
　・地域アイドル発掘オーディション
　・健康ポイントとの連携
　・県外向けプロモーションの実施
　・初出店者の出店料免除制度の創設
　・行政主体から市民主体への転換

◆テーマ：移住・定住
【移住促進事業】

　・山梨県人会連合会・やまなし移住アドバイザーとの連携
　・移住受け入れ者（市民）への都留市を知る研修会の開催
　・ふるさと納税特典の拡充（観光メニューなど）
　・長期間のお試し居住実施

【30 歳同窓会開催事業】
　・Ｕターン経験者などによる講演会の実施
　・開催時期の検討（お盆・年末年始）

【都留市ＰＲＣＭ作成・放映事業】
　・移住者編の強化（シリーズ化）
　・都留市民の日常・暮らしぶりに焦点
　・映画・ロケ地紹介（出演者のコメント）
　・松尾芭蕉のネームバリューを活用

◆テーマ：健康・長寿 
【高齢者による居場所づくり事業】

　・高齢者と学生による世代間交流による運営
　・住民ボランティア創設による人材育成
　・活動内容を披露する市内合同イベントの開催
　・社会貢献度が高く、男性が参加しやすいプログラムの開

発
　・居場所づくりと健康ポイント事業の連携

【健康ポイント制度導入事業】
　・商店街の店舗による健康ポイント手帳の発行
　・対象年齢の引き下げ（40 歳以上）
　・取り組み内容・口コミを紹介するＷＥＢコンテンツの提

供
◆テーマ：環境保全

【河川浄化対策事業】
　・居場所づくり事業などと連携した河川清掃イベントの開

催
　・浄化槽の管理不全を市でチェックできる仕組みづくり
　・メンテナンス済の浄化槽へのステッカーの付与
　・ＳＮＳを活用した清掃活動のやる気の向上
　・水質検査などの目標値の設定
　・大量不法投棄箇所へのカメラの設置
　・不法投棄者の公表・通報制度の導入

○
評
価
・
提
案
会
に
参
加
し
た
感
想

外
部
評
価
人（
有
識
者
）

堀
内
敏
男
さ
ん

（
一
般
社
団
法
人
都
留
青
年
会
議
所
理
事
長
）

　

職
員
の
皆
さ
ん
が
想
い
を
込
め
て
実
施
し
て

い
る
事
業
で
あ
る
の
で
、
私
も
想
い
を
込
め
て

精
一
杯
、
提
案
を
し
た
。
今
後
も
市
民
と
し
て
、

市
の
事
業
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
出
来

る
限
り
協
力
し
、
地
域
を
良
く
し
て
い
こ
う
と

改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。　

西
脇
友
子
さ
ん

（
健
康
科
学
大
学
看
護
学
部
教
授
）

　

職
員
の
皆
さ
ん
が
非
常
に
熱
心
に
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
感
銘
を
受
け
た
。
今
回
の
貴
重

な
経
験
を
大
学
の
授
業
な
ど
で
、
学
生
達
に
伝

え
、
活
か
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
横
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
て
、
市
の
事
業
間
で
の
連
携
も

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

降
矢
結
城
さ
ん

（
山
梨
中
央
銀
行
都
留
支
店
長
）

　

市
外
に
居
住
し
て
い
る
の
で
、
市
民
以
外
の

視
点
を
意
識
し
て
意
見
を
出
し
た
。
都
留
市

は
、
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
事
業
な
ど
、
他
の
自
治
体
に
先

行
し
て
い
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
非
常

に
素
晴
ら
し
い
。
今
後
も
地
域
活
性
化
に
協
力

し
て
い
き
た
い
。

　

三
重
県
鈴
鹿
市
出
身
。
三
重
大
学
、
名
古

屋
大
学
を
卒
業
後
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
環

境
学
研
究
科
に
て
博
士（
社
会
学
）を
取
得
。

平
成
26
年
10
月
に
公
立
大
学
法
人
都
留
文
科

大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
推
進
機
構
准
教
授
と
し
て
着
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
推
進
機
構
で
は
、
大
学
で
行
わ

れ
る
研
究
・
実
践
の
成
果
を
広
く
一
般
に

親
し
み
や
す
い
も
の
と
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
公
開
講
座
や
学

術
交
流
会
の
企
画
を
行
う
か
た
わ
ら
、
都

留
の
地
域
性
を
活
か
し
た
短
期
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
践
な
ど
に
も
取
り
組
み
の
場

を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
平
成
26
年
の
大
雪
に
つ
い
て
都

留
市
住
民
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。
山
口
准
教
授
か
ら「
今
後
、
都
留
市

民
を
対
象
と
し
て
、
大
雪
と
地
域
生
活
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予
定
し
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」。
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
紹
介

山口 博史さん
都留文科大学
ＣＯＣ推進機構准教授

■各テーマのまとめのみ掲載しています。
これらの他にも多くの意見、提案をいただき
ました。詳細につきましては市ホームページ
に掲載しておりますので、ぜひご覧くださ
い。

兼
子
達
也
さ
ん

（
社
会
保
険
労
務
士
）

　

本
市
の
発
展
・
繁
栄
の
た
め
、
各
担
当
者
が

日
々
試
行
を
重
ね
努
力
し
て
い
る
こ
と
を
肌
で

感
じ
た
。
今
回
評
価
者
か
ら
出
た
意
見
を
こ
の

会
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
事
業
に
反

映
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
も
大
胆
な
発
想

を
持
っ
て
事
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
民
評
価
人（
市
民
）

田
邉
眞
響
さ
ん

（
市
内
在
住
・
二
児
の
母
）

　

普
段
は
主
婦
で
緊
張
感
の
な
い
生
活
を
し
て

い
る
た
め
、
不
慣
れ
で
自
分
の
言
い
た
い
事
を

伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
悔
し
い
。
し
か
し
、

自
分
な
り
に
一
生
懸
命
考
え
て
発
言
し
た
の

で
、
こ
の
会
が
表
面
上
の
も
の
に
終
わ
る
こ
と

な
く
、
職
員
に
は
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

伊
藤
瑠
依
さ
ん

（
都
留
文
科
大
学
社
会
学
科
４
年
生
）

　

４
年
間
、
都
留
市
に
暮
ら
し
て
い
る
が
、
知

ら
な
い
こ
と
も
多
く
勉
強
に
な
っ
た
。
都
留
市

に
は
、
様
々
な
事
に
主
体
的
に
関
わ
ろ
う
と
す

る
と
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る
土
壌
が
あ
る
。
こ

の
会
に
参
加
し
た
一
員
と
し
て
、
今
後
も
都
留

市
の
取
り
組
み
や
提
案
を
積
極
的
に
発
信
し
て

い
き
た
い
。

「事業評価・提案会」
　　　 を実施しました

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
講
評

　

司
会
を
し
て
い
て
、
行
政
マ
ン
と
研
究
者

の
発
想
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
は
良

し
悪
し
で
は
な
い
と
み
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
都
留
の
名
前
が
全
国
的
に
必
ず
し
も
知

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
話
に
な
っ
た
時
に
、

「
で
は
ど
う
す
れ
ば
？
」と
い
う
発
想
は
も
ち

ろ
ん
当
然
あ
り
得
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
私
な
ど
研
究
者
と
し
て
は
、『
ツ
ル
』

と
い
う
名
称
は
日
本
の
他
の
ど
の
場
所
に
あ

る
だ
ろ
う
か
な
ど
と
考
え
ま
す
。　
　

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
都
留
文
科
大
学
の
次

号
学
報
に
簡
単
な
記
事
を
書
か
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
の
で
機
会
が
あ
っ
た
ら
ご
覧
下
さ

い
。
一
見
、
短
期
的
に
は
ど
こ
に
繋
が
る
か

道
筋
が
見
え
な
く
と
も
、
一
つ
の
こ
と
を
考

え
続
け
る
こ
と
で
、
何
か
の
き
っ
か
け
か
ら

思
い
も
よ
ら
ぬ
事
柄
と
の
関
係
が
分
か
っ
て

く
る
よ
う
な
、
そ
う
し
た
瞬
間
が「
ど
う
す

れ
ば
？
」と
い
う
発
想
と
並
行
し
て
あ
る
よ

う
に
念
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＣＯＣ（Center of Community ＝
　地（知）の拠点 ) 推進機構とは

　
　大学のあらゆる資産を地域社
会の多様な分野で活用し、学生
の主体的学びを通じて、地域社
会との双方向の連携を進め、大
学 と 地 域 社 会 と の 新 た な 発 展
を生み出していくことで地域コ
ミュニティの中核的存在として
の大学の機能強化を図ることを
目的としています。
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